
岡山県 西粟倉村 川上えりか

【年 齢】
26歳

【出身地】
東京都 杉並区
【転出元】
福岡県 福岡市

【前 職】
なし（修士課程修了）

【活動時期】
R3.4～R6.3

（3年目）

大学時代、森林の炭素循環について研究を行っており、山
間部でのフィールドワークに熱中していました。その中で、
地方の最前線で働くことに興味を持ち、各地の取り組みを
調べたり、実際に足を運ぶ中で、西粟倉村とご縁ができま
した。林業や森林活用やもちろん、地域全体の脱炭素やデ
ジタルといった他分野にまたがる地方創生に関わることが
できる西粟倉村で、地方創生の現場を学びながら成長した
いと思い、応募しました。

【メディア等の取材連絡先】
（電話番号）0868-79-2111（西粟倉村役場 総務企画課）

【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
（団体ホームページ）https://sites.google.com/view/chigusalabo/

地方創生推進室での業務を通じて、自分の興味関心の軸で
あった「森林」や「カーボン」といった分野がどのように
地域づくりに影響していくのか、他の施策とどのように関
わっているのか、学ぶ日々を過ごしています。今後は、森
林に関する専門性をさらに高めながら、地域の最前線で幅
広い分野にまたがって活動できる人材を目指したいと考え
ています。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●脱炭素先行地域づくり事業事務
本事業の所管課である地方創生推進室・産業観光課
の上司の下で、脱炭素先行地域づくり事業の交付金
申請や進捗管理などといった事務に携わっています。
自分のエネルギーに関する知識の浅さに苦労してお
り、予想外の事態への対処に戸惑うこともあります
が、「2058年にエネルギー自給率100％を目指す」
という村の大きなビジョンに関わることができてい
ることをやりがいに感じています。

●行政ポイントサービス事業の普及促進
2021年6月に開始した行政ポイントサービス「あわ
くらポイントサービス」の広報・普及を行っていま
す。この事業を通じて、村が力を入れる脱炭素なま
ちづくりやSDGsといった施策に対して、村民の方の
興味関心が高まるような仕組みを構築したいと考え
ています。

●森林を様々な視点から発信する団体「ちぐさ研究室」運営
地域おこし協力隊の活動の一環として、役場での業
務以外に任意団体の運営を行っています。同時期に
着任した地域おこし協力隊と一緒に、森林に関する
ワークショップや展示拠点の運営、情報発信などを
行っています。

教育・文化

▲外部評価委員会の開催

▲窓口でのポイント付与

▲村民向け講座の運営

https://sites.google.com/view/chigusalabo/
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